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NY マーケットレポート（2019 年 6 月 18 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、FOMC の結果発表を翌日に控えて様子見ムードが強まる中、序盤から小動きの展開となったが、

新潟県下越で震度 6 強の地震発生に加え、津波注意報発令との報道を受けてリスク回避が意識され、一時ド

ル円・クロス円は下落した。その後、トランプ米大統領が中国の習近平国家主席と電話会談を実施したこと

を明らかにし、G20 で会談する意向を示したことを受けて、米中通商協議進展への期待感を背景にドル買い

が優勢となった。さらに、米主要株価が序盤から大幅上昇となったことも加わり、ドル円・クロス円は堅調

な動きとなった。その後、ホワイトハウスがパウエル FRB 議長の降格を検討しているとの報道されたことを

受けてドルは主要通貨に対して下落したが、のちに報道が否定され、ドルは再び底固い動きとなった。 

 

主要な米経済指標結果 

5 月住宅着工件数 126.9万件（予想 123.5 万件・前回 123.5 万件⇒128.1万件） 

5 月住宅着工件数（前月比） -0.9％（予想 0.0％・前回 5.7％⇒6.8％） 

5 月建設許可件数 129.4万件（予想 129.0 万件・前回 129.6 万件⇒129.0万件） 

5 月建設許可件数（前月比） 0.3％（予想 0.0％・前回 0.6％⇒0.2％） 

5 月の米住宅着工件数は、市場予想を上回ったものの、前回結果が上方修正されたことで、3ヵ月ぶりのマイ

ナスとなった。集合住宅は増加したものの、主力の一戸建て住宅が減少したことが影響した。統計データを

見ると、一戸建て住宅は 82.0 万件（前月 87.6 万件）、集合住宅は 44.9万件（40.5 万件）となった。地域別

では、南部は増加したが、北東部、中西部、西部で減少となった。一方、着工件数の先行指標となる建設許

可件数は、市場予想を上回り、前月からも上昇となった。 
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データを基に SBILMが作成 

データを基に SBILMが作成 
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米主要株価指数は軒並み大幅上昇、ダウ平均は 5月上旬以来約 1ヵ月半ぶりの高値 

米株式市場は、トランプ米大統領が、中国の習近平国家主席と電話会談を実施したことを明らかにし、G20

大阪サミットに合わせて米中首脳会談を行うとしたことで、米中通商協議進展への期待が広がり、主要株価

は大幅続伸となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 414 ドル高まで上昇した。

その後はやや上値の重い動きとなったが、結局 353 ドル高で終了し、5 月上旬以来約 1 ヵ月半ぶりの高値と

なった。一方、ハイテク株中心のナスダックは 108ポイント高で終了した。 

 

データを基に SBILMが作成 
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ドル円・クロス円は底固い動きが続く  

FOMCの結果発表を翌日に控えて様子見ムードが強まる中、序盤から小動きの展開となった。特に、序盤に発

表された 5 月の米住宅着工件数が予想を上回る結果となったものの、前月から減少となったが、反応は限定

的だった。その後、新潟県下越で震度 6 強の地震発生に加え、津波注意報発令との報道を受けてリスク回避

が意識され、一時ドル円・クロス円は下落する場面もあった。しかし、トランプ米大統領が中国の習近平国

家主席と電話会談を実施したことを明らかにし、G20 で時間をかけて会談する意向を示したことを受けて、

米中通商協議進展への期待感を背景にドル買いが優勢となった。さらに、米主要株価が序盤から大幅上昇と

なったことに加え、米国債利回りの上昇したことも加わり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。しか

し、ホワイトハウスがパウエル FRB 議長を 2 月に降格させることの適法性を検討しているとの関係者の話が

報道されたことを受けてドルは主要通貨に対して下落したが、その後報道が否定されたことから、再び値を

戻した。 

 

出所：総合分析チャート 
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前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 

6/18のルーブルは 63.990 ルーブル、対円で 1.6952 円とルーブル高で取引を終了。ドラギ ECB総裁による量

的緩和や追加緩和の可能性への言及を背景に、ロシア債券市場からの資金流出懸念が後退した。加えて、ロ

シア財務省による国債入札も好感され、ルーブルは一時 63.9100 ルーブルと 4/24 以来の高値を付ける場面も

見られるなど堅調な値動きとなった。 

一方、ドル建のロシア RTS株価指数は 18.33Pts高の 1359.23Ptsと反発したほか、MOEX 指数も

2761.69Pts(27.38Pts 高）と反発。ドラギ ECB総裁による量的緩和や追加緩和の可能性への言及を背景に欧

州株が上昇したほか、今晩の FOMC で利下げに前向きな姿勢が示されるとの期待も株価押上げに寄与した。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 3.8593 レアル、対円で 28.088 円と 3日ぶりに反発。ドラギ ECB総裁による量的緩和や追

加緩和の可能性への言及を背景に欧州債が買われたほか、今晩の FOMCを控えての早期利下げ観測などを背景

に新興国通貨買いを支援。一方、今晩のブラジル中銀政策委員会では政策金利を 6.50%で据え置く見通し。 

また、ボベスパ指数は 1781.14Pts 高の 99,404.39Pts と 3日ぶりに反発して取引を終了。ドラギ ECB総裁に

よる量的緩和や追加緩和の可能性への言及を背景に欧州株が上昇したほか、FOMCの早期利下げへの期待を背

景に NY株式市場の上昇も好感され 3/19以来、3 ヵ月ぶりの高値で取引を終了した。 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


